
日付 クラス 場所 コース

2019/2/13 SII 浦和 1400m

枠 馬番 馬名 性齢 斤量 騎手 父 父系統 母父 母父系統 能力 騎手 適性 展開 総合評価 期待値 印 結果

1 1 ホウショウレイル 牝3 55 御神本 ヴィクトワールピサ サンデー系 Unbridled's Song ミスプロ系 A A C C B C △3

2 2 ゼットパッション 牝3 55 山崎 グランプリボス ナスルーラ系 キングカメハメハ ミスプロ系 C B B B B B △1

3 3 スティールティアラ 牝3 54 桑村 サウスヴィグラス ミスプロ系 キンググローリアス ミスプロ系 B B B C B B △2

4 4 シントーアサヒ 牝3 55 左海 ストロングリターン ロベルト系 ゴールドアリュール サンデー系 A B B A A B ◎

5 トーセンターコイズ 牝3 54 本田 トーセンブライト ロベルト系 クロフネ ノーザン系 D B C C C C

6 ポッドギル 牝3 54 矢野 フリオーソ ロベルト系 ディアブロ ロベルト系 D B C C C C

7 ラブミ―ピンク 牝3 55 西 タイキシャトル ヘイロー系 ダンスインザダーク サンデー系 C B B B B B ▲

8 サブノダンサー 牝3 54 藤本 サウスヴィグラス ミスプロ系 ブラックタイド サンデー系 D C C C C C

9 トーセンガーネット 牝3 56 笹川 アグネスデジタル ミスプロ系 クロフネ ノーザン系 A B B A A B 〇

10 ビービーガナール 牝3 54 吉原 ビービーガルダン ノーザン系 アグネスタキオン サンデー系 C A B D C C

11 マーチャンスルー 牝3 54 森 ワイルドラッシュ アイスカペイド系 Seattle Slew ナスルーラ系 D A B C C C

12 マルパソ 牝3 55 町田 フィガロ ノーザン系 Cozzene ナスルーラ系 D C C C C C
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ハイペース

桜花賞のトライアルレースとして行われるのがユングフラウ賞。桜花賞、ユングフラウ賞はともに浦和競馬

場で行われ、距離も200mしか違わないが、この２レースは全くの別物と捉えていい。具体的には以下の違

いがある。ユングフラウ賞＝末脚の持続力が求められる、桜花賞＝先行力が求められる。ユングフラウ賞の

舞台である浦和1400mは基本的に向上面からレースが動くため、序盤から位置を取りにいくと差し馬の餌食

になることが多く、序盤にスタミナを温存できる器用な差し馬に有利なコース。同舞台で行われるダートグ

レード競走のさきたま杯、オーバルスプリントの結果を見ても、小回りコースのイメージとは裏腹に意外と

差し馬が活躍している。今年のユングフラウ賞は快速スティールティアラを１番人気濃厚のシントーアサヒ

が徹底マークする展開が濃厚。レースは早め早めに動き、３コーナー～ゴールにかけてレースは目まぐるし

く動きそうだ。それでは予想にいきましょう。

本命はシントーアサヒが無傷で桜花賞に駒を進める。無敗馬というのは常に過剰に売れる傾向があり、ロー

レル賞で当時無敗だったホウショウレイルが単勝1.3倍の支持を受けながらぶっ飛んだのがいい例だが、本馬

はホウショウレイルと比べて弱点が少なく、レースセンスもしっかりと兼ね備えている馬。（以下省略）

回顧

次走狙い馬

レース名 展開 想定馬場 ポイント

ユングフラウ賞 ハイペース 良 コース適性、展開



枠 馬番 馬名 印 結果

1 1 ホウショウレイル △3

2 2 ゼットパッション △1

3 3 スティールティアラ △2

4 4 シントーアサヒ ◎

5 トーセンターコイズ

6 ポッドギル

7 ラブミ―ピンク ▲

8 サブノダンサー

9 トーセンガーネット 〇

10 ビービーガナール

11 マーチャンスルー

12 マルパソ
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ホウショウレイル、ビービーガナールに完敗している馬。重賞では荷が重い。

東京２歳優駿牝馬３着は光るが、今回は当時よりも強力なメンバー。本馬を買うならラブミ―ピンクを買

うべきだろう。
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前走桃花賞は勝ち馬ゼットパッションから1.2秒差の６着に敗れているが、内断然有利の開催で15番ゲー

トからのスタートではノーカウントと捉えていいだろう。大井内回りの東京２歳優駿牝馬で豪快に追い込

んできたのを見ても、差し馬ながら器用な面があり、浦和コースへの適性は高そう。

前走桃花賞では馬場を味方につけながら勝ち馬ゼットパッションに完敗。今回はメンバーレベルが大幅に

強化。健闘しても掲示板までだろう。
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前走ニューイヤーカップではヒカリオーソを抑えて優勝。そのヒカリオーソはご存知の通り、先週の雲取

賞を制覇。単純な比較ではあるが、本馬は南関東の現３歳世代で牡馬牝馬関係なくトップクラスに位置し

ている。シントーアサヒは万が一…のことはあるが、本馬は確実に走ってくるだろう。

南関東に転入後、無傷の３連勝と勢いはあるが、今回は相手関係が大幅に強化し、強力な同型が出走。こ

の枠では行き切るのが難しく、力を出し切れずに終わるのでは。

テンのダッシュ力がピカイチで、このメンバーでもハナを奪えそう。ただ今回は外目２番手にシントーア

サヒがマークする形。トーセンガーネットも早め早めに進出するとすれば、展開的には苦しくなるか。桜

花賞で買いたい。

本馬はホウショウレイルと比べて弱点が少なく、レースセンスもしっかりと兼ね備えている馬。控えても

揉まれても問題はないタイプだろう。なにより手綱を取る左海騎手が「逃げると遊んでしまうので、前に

馬がいたほうがいい」とコメントを残している。
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血統的に1400m適性はありそうだが、近２走が全く冴えず。さすがに重賞では荷が重い。

大崩れなく走っているが、条件戦で取りこぼしており、重賞ではさすがに荷が重いだろう。今回は相手も

強い。

評価 回顧

頭数増＆相手強化によってヴィクトワールピサ産駒らしく不器用な面が露呈してきた。揉まれていいタイ

プではなく、１枠１番は明らかにマイナス。向上面で外に持ち出せるかが全てだろう。

前走桃花賞がやや上手く行き過ぎた面があったものの、ここに来て地力強化しているのは間違いなし。内

でじっと脚を溜めることもできるので、この枠なら内に潜り込んでスパートのタイミングを図るだけだろ

う。レース運びはしやすく、馬券圏内に加わるチャンスはある。


